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師
範
試
験
実
施
要
項

▽
第
六
十
三
次
漢
字
部
課
題

	

〇
漢
字
部　

次
の
作
品
三
点	

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕	

を
提
出
す
る 

 

・
規　

定
《
書
体　

楷
書
》

	

微
風
閑
坐
古
松
（
李
中
）

	
 

読
＝
微び

風ふ
う

閑か
ん

坐ざ

す
古こ

松し
ょ
う

　
 

 

註
＝
涼
し
き
微
風
吹
く
老
松
の
下
に
心
静
か
に
坐
す
。　

 

・
臨　

書　

何
紹
基　

十
四
字

	

蘇
軾

	

黒
雲
翻
墨
未
遮
山　

白
雨
跳
珠
乱
入
船

 

読
＝
黒
雲
墨
を
翻
し
て
未
だ
山
を
遮
ら
ず　

白
雨
珠
を
跳
ら
せ
乱
れ
て
船
に
入
る　

 

・
随　

意
《
書
体　

行
草
書
》

	

庭
前
幽
草
忽
如
積
　
江
上
落
花
渾
欲
飛
（
劉
崧
）

 

読
＝
庭て

い
ぜ
ん前

の
幽ゆ

う
そ
う草

忽た
ち
まち

積つ

む
が
如ご

と

く　

江
こ
う
じ
ょ
う

上
の
落ら

っ

か花
渾す

べ

て
飛と

ば
ん
と
欲ほ

っ

す

 

註
＝
庭
の
中
に
草
が
積
み
重
な
る
よ
う
に
茂
り
、
江
の
ほ
と
り
の
花
は
皆
散
り
か
け

 

　
　

て
い
る
。
●
幽
草
＝
深
く
茂
っ
た
草
。

▽
第
六
十
三
次
か
な
部
課
題

	

〇
か
な
部　

次
の
作
品
三
点	

〔
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕 

を
提
出
す
る

 

・
規　

定
《
書
体
自
由
》

 

忘わ
す

れ
じ
の
行

ゆ
く
す
ゑ末

ま
で
は
か
た
け
れ
ば
今け

ふ日
を
か
ぎ
り
の
命

い
の
ち

と
も
が
な
（
儀ぎ

ど
う
さ
ん
し
の
は
は

同
三
司
母
）

 

註
＝
「
決
し
て
忘
れ
な
い
」
と
仰
る
あ
な
た
で
す
が
、
将
来
の
こ
と
ま
で
は
頼
み
が

 

　
　

た
く
思
わ
れ
ま
す
か
ら
、
こ
ん
な
に
幸
せ
な
今
日
、
今
日
を
最
後
と
す
る
命
で

 

　
　

あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

 

・
臨　

書　

関
戸
本
古
今
集
（
伝　

藤
原
行
成
）　

	

梅
の
花
立
依よ

る

ば者

可

利

か
り
あ
り利

し
よ
り
人
の
と
が可

無

流

む
る
香
に
ぞ曽

志

見

し
み
ぬ
る累

	

・
随　

意
《
書
体　

自
由
》

	

白し
ら
つ
ゆ露

に

鏡
か
が
み

の
ご
と
き
御み

そ

ら空
か
な
（
川
端
茅
舎
）

 

　

註
＝
「
露
」
朝
露
に
び
っ
し
ょ
り
濡
れ
た
野
原
に
、
秋
空
は
高
く
澄
ん
で
、ま
る
で
鏡

 

　
　
　

の
よ
う
に
明
る
い
。
色
彩
対
称
の
美
し
い
句
。

▼
第
二
十
一
次
詩
文
書
部
課
題

　

次
の
作
品
三
点 

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕	

を
提
出
す
る 

※
形
式
は
縦
作
品
に
限
る

 

・
規　

定
《
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
》

	

春は
る
く
さ草

の
雨あ

め

に
小ち

い

さ
き
笛ふ

え

ぬ
ら
し
わ
が
詩し

ふ吹
く
子こ

も
あ
れ
な
と
思お

も

ふ
日ひ　

（
金
子
薫
園
）

	

註
＝
春
の
草
に
降
る
雨
に
、
小
さ
い
草
笛
を
濡
ら
し
て
、
わ
た
し
の
作
っ
た
詩
を
吹

 

　
　

い
て
く
れ
る
子
も
あ
っ
て
ほ
し
い
な
ぁ
と
思
う
、
そ
ん
な
春
雨
の
一
日
で
あ
る
よ
。

 

・
臨　

書　
〔
い
ろ
は
歌
〕
い
ろ
は
歌
を
半
切
に
揮
毫
、
得
意
な
古
法
帖 

（
限
定
は
し
な
い
） 

に
て
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

全
部
ひ
ら
が
な
で
も
よ
い
。

 

い
ろ	

（
色
）	

は
に
ほ	

（
匂
）	

へ
ど
ち	

（
散
）	

り
ぬ
る
を

	

わ	

（
我
）	

が
よ	

（
世
）	

た
れ	

（
誰
）	

ぞ
つ
ね	

（
常
）	

な
ら
む

	

う
ゐ	

（
有
為
）	

の
お
く
や
ま	

（
奥
山
）	

け
ふ	

（
今
日
）	

こ	

（
越
）	

え
て

	

あ
さ	

（
浅
）	

き
ゆ
め	

（
夢
）	

み	

（
見
）	

じ
ゑ
ひ	

（
酔
）	

も
せ
ず

 

・
随　

意
《
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
》

	

蝶て
ふ

ひ
と
つ
菊き

く

に
喰く

ひ
い
る入

日ひ

よ

り和
か
な
（
大
島
蓼
太
）

　

 

註
＝
「
菊
」
秋
の
よ
く
晴
れ
た
日
、
秋
の
蝶
の
一
羽
が
、
菊
の
花
に
じ
っ
と
と
ま
っ

 

　
　

て
動
か
な
い
、
の
意
。
秋
の
蝶
の
あ
わ
れ
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
　

―	

受
験
に
つ
い
て
の
注
意	

―

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
と
も
準
師
範
。
但
し
、『
日
本
書
道
院
展
（
二
回
以
上
）

	
	

出
品
経
験
者
』
で
、
満
二
十
才
以
上
で
あ
る
こ
と
（
二
〇
〇
二
年
四
月
一
日
生

	
	

ま
れ
ま
で
認
め
る
）
。

一
、 

受	

験	

料　

一
万
円	

（
漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
の
別
） 

受
験
料
は
作
品
と
別
封
と
し
、 

 
 

振
替
、 

又
は
現
金
書
留
で
同
時
に
本
院
宛
に
送
付
の
こ
と
。

一
、
本
院
主
催
の
日
本
書
道
院
展
に
二
回
以
上
出
品
の
者
（
部
門
不
問
）
。
第
七
〇
回
記
念
展

	

出
品
も
可
。
毎
日
書
道
展
出
品
も
考
慮
す
る
。

一
、 

受
験
者
は
師
範
受
験
申
請
書
を
作
品
と
共
に
提
出
の
こ
と
。

 

申
請
書
は
、
返
信
料
と
し
て
84
円
切
手
を
添
え
て
本
部
へ
請
求
の
こ
と
。

一
、 

漢
字
部
・
か
な
部
・
詩
文
書
部
合
格
者
に
は
認
定
証
プ
レ
ー
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
交
付
す
る
。

 

但
し
登
録
料
と
し
て
五
万
円
納
入
の
こ
と
。
認
定
証
プ
レ
ー
ト
の
姓
号
は
申
請
書
の
姓

 

号
に
よ
っ
て
作
成
す
る
。 

一
、 

〆　
　

切　

十
月
二
十
日　

発
表
十
二
月
号

一
、 
作
品
に
は
申
請
書
に
添
付
の
出
品
票
を
使
用
し
て
準
師
範
に
な
っ
た
年
月 

（
日
本
書
道

 
誌
発
表
の
月
） 

を
記
入
し
て
貼
付
す
る
こ
と
。
又
、 

作
品
の
左
下
隅
に
も
同
じ
く
鉛
筆

　
　

で
段
位
・
支
部
名
・
氏
名
を
記
入
の
こ
と
。 

一
、 

不
合
格
者 

（
規
定
違
反
も
同
じ
） 

は
そ
の
氏
名
を
発
表
し
な
い
。 

一
、 

師
範
試
験
作
品
は
白
画
仙
紙
を
用
い
、 

封
書
に
必
ず 

「
師
範
応
募
」	

と
朱
書
の
こ
と
。

◎
な
お
、
⑴ 

試
験
の
結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
返
信
用
封
筒
（
切
手
貼
付
、
宛
名
、

　
　
　
　
　

 

住
所
明
記
の
も
の
）
を
同
封
の
こ
と
。

　
　
　
　

⑵ 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。
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◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
十
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

◎
出
品
作
品
に
は
雅
印
押
印
の
こ
と
。

◎
受
験
者
の
事
情
に
よ
り
一
点
又
は
二
点
の
み
を
本
年
受
験
し
、
三
年
以
内
に
三
点
受
験
す

　

る
こ
と
も
で
き
る
（
受
験
料
は
そ
の
都
度
一
万
円
）
。

▼
第
六
次
硬
筆
部
課
題　

次
の
課
題
を
〔
硬
筆
用
紙
〕
に
書
い
た
も
の
を
三
点
提
出
す
る

 

・
規　

定
《
楷
書
》

	

花
鳥
紅
雲
春
句
麗
　
月
梅
疎
影
夜
香
聞
　（
陳ち
ん

與よ

ぎ義
）

 

読
＝
花か

鳥
ち
ょ
う

紅こ
う
う
ん雲

春
し
ゅ
ん

句く

麗う
る
わし

く　

月げ
つ
ば
い梅

疎そ

影え
い

夜や

香こ
う

を
聞き

く

 

註
＝
花
と
鳥
と
く
れ
な
い
色
の
雲
を
盛
り
込
ん
だ
よ
い
春
の
詩
が
で
き
、
夜
、
月
に

 

　
　

照
ら
さ
れ
た
美
し
い
梅
を
見
な
が
ら
芳
し
い
香
り
を
味
わ
う
。

 

　
　

●
月
梅
疎
影
＝
月
に
照
ら
さ
れ
る
梅
の
花
。
疎
影
は
梅
の
異
名
。 

 

・
随　

意
《
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と　

書
体
自
由
》

	

大お
ほ
う
み海

の
底そ

こ

に
沈し

づ

み
て
静し

づ

か
に
も
耳み

み

澄す

ま
し
ゐ
る
貝か

ひ

の
あ
る
べ
し
（
明
暗
）　

	

註
＝
大
海
の
深
い
底
に
沈
ん
で
、
そ
の
静
か
な
中
で
、
じ
っ
と
耳
を
澄
ま
し
て
、
あ

 

　
　

た
り
の
物
音
を
聞
い
て
い
る
貝
が
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

 

・
臨　

書　

高
野
切
第
三
種
（
伝　

紀
貫
之
）

	

み
よ
し
の
ゝ
や
ま
の能

可

那

か
な
た
に尓

い
へ
も毛

可

那

が
な
よ
の能

う
き
と
き支

の
か
く
れ
が可

尓に
せ
む

　
　

―	

受
験
に
つ
い
て
の
注
意	

―

一
、 

受
験
資
格　

準
師
範

一
、 

受	

験	

料　

六
千
円 

受
験
料
は
作
品
と
別
封
と
し
、 

振
替
、 

又
は
現
金
書
留
で
同
時
に

 

本
院
宛
に
送
付
の
こ
と
。

一
、 

受
験
者
は
師
範
受
験
申
請
書
を
作
品
と
共
に
提
出
の
こ
と
。 

 

申
請
書
は
、
返
信
料
と
し
て
84
円
切
手
を
添
え
て
本
部
へ
請
求
の
こ
と
。

一
、 

合
格
者
に
は
認
定
証
プ
レ
ー
ト
を
交
付
す
る
。
但
し
登
録
料
と
し
て
三
万
円
納
入
の
こ

　
　

と
。
認
定
証
プ
レ
ー
ト
の
姓
号
は
申
請
書
の
姓
号
に
よ
っ
て
作
成
す
る
。 

一
、 

〆　
　

切　

十
月
二
十
日　

発
表
十
二
月
号

一
、 

作
品
に
は
申
請
書
に
添
付
の
出
品
票
を
使
用
し
て
準
師
範
に
な
っ
た
年
月 

（
日
本
書
道

 

誌
発
表
の
月
） 

を
記
入
し
て
貼
付
す
る
こ
と
。

一
、 

不
合
格
者 

（
規
定
違
反
も
同
じ
） 

は
そ
の
氏
名
を
発
表
し
な
い
。 

一
、 

師
範
試
験
作
品
は
硬
筆
用
紙
を
用
い
、 

封
書
に
必
ず 

「
師
範
応
募
」	

と
朱
書
の
こ
と
。

◎
な
お
、
⑴ 

試
験
の
結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
返
信
用
封
筒
（
切
手
貼
付
、
宛
名
、
住

　
　
　
　
　

 

所
明
記
の
も
の
）
を
同
封
の
こ
と
。

　
　
　
　

⑵ 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
十
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

	

準
師
範
試
験
実
施
要
項

▼
第
七
十
次
漢
字
部
・
か
な
部
課
題

	

〇
漢
字
部　

次
の
作
品
二
点	

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕	

を
提
出
す
る 

 

・
規　

定
《
書
体　

行
草
書
》

 

流
光
欺
人
忽
蹉
跎　
〔
唐
〕
李
白

 

読
＝
流り

ゅ
う
こ
う
ひ
と

光
人
を
欺

あ
ざ
む

い
て　

忽
た
ち
ま

ち
蹉さ

た跎
た
り

 

註
＝
流
れ
ゆ
く
時
間
は
、
人
を
馬
鹿
に
し
た
よ
う
に
、
失
意
の
ま
ゝ
老
年
を
迎
え
さ

 

　
　

せ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
る
。

 

・
臨　

書　

集
王
聖
教
序
（
王
羲
之
）
十
四
字　

	

雙
林
八
水
味
衟
飡
風
鹿
菀
鷲
峯
瞻
奇

 

読
＝
雙そ

う
り
ん林

八
水す

い

、
道み
ち

を
味

あ
じ
わ

い
風か

ぜ

を
飡く
ら

（
飧
）
い
、
鹿ろ

く
お
ん菀

鷲し
ゅ
う
ほ
う

峯
に
奇き

を
瞻み

、

	

〇
か
な
部　

次
の
作
品
二
点	

〔
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕
を
提
出
す
る 

 

・
規　

定
《
書
体
自
由
》

	

明
け
ぬ
れ
ば
暮
る
る
も
の
と
は
知
り
な
が
ら　

な
ほ
う
ら
め
し
き
朝
ぼ
ら
け
か
な

（
藤

ふ
じ
わ
ら
の
み
ち
の
ぶ

原
道
信
朝あ

そ

ん臣
）　

 

註
＝
夜
が
明
け
る
と
、
や
が
て
日
が
暮
れ
て
あ
な
た
と
お
逢
い
で
き
る
こ
と
は
わ

 

　
　

か
っ
て
い
ま
す
の
に
、
で
も
や
は
り
恨
め
し
く
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
の
は
、
し

 

　
　

ば
し
お
別
れ
し
な
い
と
い
け
な
い
明
け
方
に
な
る
の
で
す
か
ら

 

・
臨　

書　

高
野
切
第
三
種
（
伝　

紀
貫
之
）

 

や
ま
が可

は
の
お於

と
に尓

の
み
き
く
も毛

ゝ
し
き支

を
み
を乎

者は
や
な
が可

ら
み
る
よ
し
も毛

可

那

が
な

▼
第
四
十
次
詩
文
書
部
課
題

　

次
の
作
品
二
点 

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕	

を
提
出
す
る 

※
形
式
は
縦
作
品
に
限
る	

 

・
規　

定
《
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
》

	

絶ぜ
つ
ち
ゃ
う

頂
の
城し

ろ

た
の
も
し
き
若わ

か

ば葉
か
な　

（
与
謝
蕪
村
）

 

註
＝
「
若
葉
」
若
葉
し
た
木
々
の
山
の
絶
頂
に
城
が
す
っ
く
と
建
っ
て
い
る
が
、
い

 

　
　

か
に
も
何
万
の
大
軍
で
も
寄
せ
付
け
な
い
程
に
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
る
、
の
意
。

 

・
臨　

書　

（
張
猛
龍
碑
）
六
字

	

西
中
郎
将
使
持

 

読
＝
せ
い
ち
ゅ
う
ろ
う
し
ょ
う
・
し
じ

　
　

―	

受
験
に
つ
い
て
の
注
意	

―

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
と
も
六
段
。
但
し 

『
日
本
書
道
院
展
出
品
経
験
者
』
で
、

 
 

満
十
八
才
以
上
で
あ
る
こ
と	

（
二
〇
〇
四
年
四
月
一
日
生
ま
れ
ま
で
認
め
る
）。
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一
、 

受	

験	

料　

六
千
円	

（
漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
の
別
） 

受
験
料
は
作
品
と
別
封
と
し
、

 
 

振
替
、 

又
は
現
金
書
留
で
同
時
に
本
院
宛
に
送
付
の
こ
と
。

一
、
本
院
主
催
の
日
本
書
道
院
展
に
一
回
以
上
出
品
の
者
（
部
門
不
問
）
。
第
七
〇
回
記
念
展

　
　

出
品
も
可
。
毎
日
書
道
展
出
品
も
考
慮
す
る
。

一
、 

〆　
　

切　

十
月
二
十
日　

発
表
十
二
月
号

一
、 

作
品
に
は
申
請
書
に
貼
付
の
出
品
票
を
使
用
し
て
六
段
に
な
っ
た
年
月 

（
日
本
書
道
誌

　
　

発
表
の
月
）
を
必
ず
記
入
し
て
添
付
す
る
こ
と
。
又
、 

作
品
の
左
下
隅
に
も
同
じ
く
鉛

　
　

筆
で
段
位
・ 

支
部
名
・
氏
名
を
記
入
の
こ
と
。 

一
、 

不
合
格
者 

（
規
定
違
反
も
同
じ
） 

は
そ
の
氏
名
を
発
表
し
な
い
。 

一
、 

受
験
作
品
は
白
画
仙
紙
を
用
い
、 

準
師
範
受
験
申
請
書
を
作
品
と
共
に
提
出
の
こ
と
。

　
　

ま
た
、 

封
書
に
は
必
ず 

「
準
師
範
応
募
」	

と
朱
書
の
こ
と
。 

一
、 

準
師
範
受
験
申
請
書
は
、 

返
信
料
84
円
切
手
を
添
え
て
本
部
へ
請
求
の
こ
と
。 

一
、 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。 

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
十
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

◎
出
品
作
品
に
は
雅
印
押
印
の
こ
と
。

◎
師
範
受
験
時
に
は
日
本
書
道
院
展
出
品
が
二
回
以
上
必
要
と
な
る
。
受
験
の
際
は
注
意
す

　

る
こ
と
。

▼
第
十
二
次
硬
筆
部
課
題　

次
の
課
題
を
〔
硬
筆
用
紙
〕
に
書
い
た
も
の
を
二
点
提
出
す
る

 

・
規　

定
《
書
体
自
由
》

	

　

君
か
へ
す
朝
の
舗し

き
い
し石

さ
く
さ
く
と
雪
よ
林
檎
の
香
の
ご
と
く
ふ
れ
（
北
原
白
秋
）

	

註
＝
君
を
帰
そ
う
と
見
送
っ
て
い
る
と
、
朝
の
敷
石
の
上
に
雪
が
落
ち
て
く
る
。
雪
よ
、

 

　
　

林
檎
の
香
り
の
よ
う
に
降
っ
て
お
く
れ
。

 

・
臨　

書　

蘭
亭
序
（
王
羲
之
）
十
六
字

	
	

　

趣
舎
万
殊
、
静
躁
不
同
、
当
其
欣
於
所
遇
、
蹔
得

 

読
＝
趣し

ゅ
し
ゃ
ば
ん
し
ゅ

舎
万
殊
に
し
て
、
静せ

い
そ
う躁

同
じ
か
ら
ず
と
（
雖
も
）、
其
の
遇あ

う
所
に
欣

よ
ろ
こ

び
て
、
蹔
し
ば
ら

	

　
　
く
（
己
に
）
得
る
に
当
た
り
て
は

 

註
＝
行こ

う

い為
は
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
り
、
動
静
も
同
じ
で
は
な
い
と
い
え
、
そ
の
境

き
ょ
う
ぐ
う

遇
を
喜

 

　
　

び
、
し
ば
し
ば
自
分
の
意
に
か
な
っ
て
い
る
時
は
、

　

一
、 

受	

験	

料　

四
千
円

 

　
　

準
師
範
受
験
申
請
書
は
、
返
信
料
八
十
四
円
切
手
を
添
え
て
本
部
へ
請
求
の
こ
と
。

 

一
、 

〆　
　

切　

十
月
二
十
日　

発
表
十
二
月
号

 

一
、 

作
品
に
は
申
請
書
に
貼
付
の
出
品
票
を
使
用
し
て
六
段
に
な
っ
た
年
月 

（
日
本
書
道
誌

 

発
表
の
月
）
を
必
ず
記
入
し
て
添
付
す
る
こ
と
。
ま
た
、 

封
書
に
は
必
ず 

「
準
師
範

	

応
募
」
と
朱
書
の
こ
と 

。

	

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
十
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

	
	

昇
段
・
級
試
験
実
施
要
項	

▼
第
一
二
九
回
漢
字
部
・
か
な
部
課
題

	

第
一
部　

［
半
切
35
㎝
×
135
㎝
］
次
の
漢
字
又
は
、
か
な
（
各
書
体
自
由
）
を
半
切
の
場
合
は
、
縦
に

　
　
　
　
　

揮
毫
し
た
も
の
一
点

	

〇
漢
字
部

○

吾
敵
正
在
本
能
寺　

敵
在
備
中
汝
能
備　

（
頼ら

い

山さ
ん
よ
う陽

）

 

読
＝
吾わ

が
敵て

き

は
正ま

さ

に
本

ほ
ん
の
う能

寺じ

に
在あ

り　

敵て
き

は
備

び
っ
ち
ゅ
う

中
に
在あ

り　

汝
な
ん
じ

能よ

く
備そ

な

え
よ

 

註
＝
我
が
敵
は
本
能
寺
に
い
る
、
織
田
信
長
で
あ
る
、
と
部
下
に
指
図
し
京
へ
進
撃

 

　
　

し
て
目
的
を
達
し
は
し
た
が
、
光
秀
よ
、
そ
な
た
の
本
当
の
敵
は
本
能
寺
に
い

 

　
　

る
信
長
で
は
な
く
、
備
中
に
出
陣
中
の
豊
臣
秀
吉
で
あ
る
。
そ
ち
ら
に
対
す
る

 

　
　

備
え
こ
そ
万
全
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

	

〇
か
な
部

○

め
ぐ
り
逢あ

ひ
て
見み

し
や
そ
れ
と
も
わ
か
ぬ
間ま

に
雲く

も
が
く隠

れ
に
し
夜よ

は半
の
月
か
な
（
紫

む
ら
さ
き

式し

き

ぶ部
）

 

註
＝
久
し
振
り
に
お
逢
い
で
き
て
、
あ
な
た
か
ど
う
か
判
断
で
き
な
い
う
ち
に
、
雲

 

　
　

間
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
夜
半
の
月
の
よ
う
に
あ
わ
た
だ
し
く
お
隠
れ
に
な
っ
た

 

　
　

幼
友
達
の
あ
な
た
で
し
た
！

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
と
も
二
級
以
上
の
も
の
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

三
千
円
。

一
、 

成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

㊟
漢
字
・
か
な
受
験
者
の
事
情
に
よ
り
昇
段
試
験
の
課
題
（
漢
字
・
か
な
）
を
半
切
１
―
２
（
35

　

㎝
×
68
㎝
）
に
二
点
（
書
体
《
書
風
》
を
変
え
る
か
縦
・
横
に
す
る
）
揮
毫
し
て
も
受
験
す

　

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
現
在
二
級
・
一
級
・
初
段
・
二
段
の
人
は
一
点
で
も
よ
い
。

	

第
二
部　

［
半
紙
］ 

次
の
漢
字
（
楷
書
）
又
は
、
か
な
（
書
体
自
由
）
を
半
紙
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点

	

〇
漢
字
部

○

天
涼
人
健　

（
白
居
易
）

 

読
＝
て
ん
す
ず
し
く
ひ
と
す
こ
や
か
な
り

　
 

註
＝
天
候
が
涼
し
く
な
り
、
誰
も
彼
も
健
や
か
に
な
っ
た
。

	
〇
か
な
部

○

滝
の
音
は
絶
え
て
久
し
く
な
り
ぬ
れ
ど
名
こ
そ
流
れ
て
な
ほ
聞
こ
え
け
れ
（
大だ

い
な
ご
ん

納
言
公き

ん
と
う任

）

 
註
＝
こ
の
滝
の
音
は
水
が
枯
れ
て
久
し
く
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
が
、
そ
の
名
声
は
世

 

　
　

間
に
聞
こ
え
渡
っ
て
い
て
今
な
お
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
と
も
二
級
以
下
の
も
の
〔
漢
字
作
品
に
は
支
部
名
・
段
級
・

　
　
　
　
　
　
　

氏
名 
（
号
）
を
競
書
と
同
じ
く
筆
に
よ
っ
て
揮
毫
す
る
。
か
な
の
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　

名 
（
号
） 

又
は
雅
印
を
捺
し
た
う
え
に
、
左
下
隅
に
鉛
筆
で
段
級
と
支
部

　
　
　
　
　
　
　

名
、
姓
号
を
記
入
す
る
。
〕
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一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

千
円
。

一
、 
成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

▼
第
四
十
回
詩
文
書
部
課
題

 

〇
第
一
部　

［
半
切
］ 

次
の
俳
句
〔
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
〕
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点

　
　
　
　
　
　

※
形
式
は
半
切
の
場
合
は
縦
作
品
に
限
る	

○

山さ
ざ
ん
く
わ

茶
花
に
あ
る
は
霙

み
ぞ
れ

の
ふ
る
日ひ

か
な
（
河
東
碧
梧
桐
）

 

註
＝
「
山
茶
花
」
霙
の
降
る
庭
に
、
山
茶
花
の
花
だ
け
が
咲
い
て
い
る
、
と
い
う
の

 

　
　

で
あ
る
。
初
冬
の
静
か
さ
が
と
ら
え
ら
れ
た
句
。

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
上
の
も
の
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

三
千
円
。

一
、 

成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

㊟
詩
文
書
受
験
者
の
事
情
に
よ
り
昇
段
試
験
の
課
題
を
半
切
１
―
２
（
35
㎝
×
68
㎝
）
に
二
点
（
書

　

体
《
書
風
》
を
変
え
る
か
縦
・
横
に
す
る
）
揮
毫
し
て
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

　

現
在
二
級
・
一
級
・
初
段
・
二
段
の
人
は
一
点
で
も
よ
い
。

	

〇
第
二
部　

［
半
紙
］ 

次
の
俳
句	

（
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
）	
を
半
紙
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点

	

　
　
　

※
形
式
は
縦
作
品
に
限
る

○

暁
あ
か
つ
きや

鯨
く
ぢ
ら

の
吼ほ

ゆ

る
し
も
の
海う

み　

（
加
藤
暁
台
）

 

註
＝
「
し
も
の
海
」
暁
方
の
霜
凪
の
海
に
鯨
が
泳
い
で
い
る
。
時
折
吼
え
る
か
の
よ

 

　
　

う
に
潮
を
高
く
吹
き
あ
げ
て
い
る
、
の
意
。

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
下
の
も
の
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

千
円
。

一
、 

成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

▼
第
十
四
回
硬
筆
部
・
昇
段
・
級
試
験
課
題

	

○
応
用
部　

次
の
課
題
を
［
硬
筆
用
紙
］ 

に
書
い
た
も
の
一
点

	

・
花
が
開
き
始
め
て
散
る
ま
で
の
短
い
時
間
儚
き
桜
の
姿
を
愉
し
み
愛
で
る
。

一
、 

受
験
資
格　

一
級
以
上
の
も
の
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

二
千
円
。

一
、 

成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

	

○
基
礎
部　

次
の
課
題
を
［
硬
筆
用
紙
］ 

に
書
い
た
も
の
一
点
。

	

・
猫
と
い
う
の
は
神
様
が
作
っ
た
一
番
綺
麗
な
生
き
物
で
す
。
そ
う
思
い
ま
せ
ん
か
。

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
下
の
も
の　

作
品
に
は
支
部
名
・
級
・
氏
名
（
号
）
を
競
書
と
同

　
　
　
　
　
　
　

じ
く
硬
筆
用
紙
に
書
く
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

千
円
。

一
、 

成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

　
　

―
出
品
に
つ
い
て
の
注
意
―

一
、 

〆
切　

十
月
二
十
日　

発
表
十
二
月
号

一
、 

作
品
に
は
十
月
号
発
表
の
競
書
成
績
の
段
級
と
支
部
名
又
は
府
県
名
、 

氏
名
又
は
号
を

　
　

書
い
た
小
票 

（
た
て
11
セ
ン
チ
×
よ
こ
４
セ
ン
チ
・
競
書
用
出
品
券
使
用
可
） 

を
作
品
の

　
　

左
下
に
貼
付
す
る
。
又
作
品
左
下
隅
に
も
同
じ
く
鉛
筆
で
段
級
・
支
部
名
・
氏
名
を
記
入

　
　

す
る
。
硬
筆
部
は
『
硬
筆
用
紙
』
に
記
入
す
る
［
級
の
な
い
も
の
は
新
と
す
る
こ
と
］ 

。

一
、 

漢
字
部
・
か
な
部
・
詩
文
書
部
の
一
級
以
上
の
者
は
第
一
部 

［
半
切
］ 

へ
、
『
硬
筆
部
は

　
　

応
用
部
・
硬
筆
用
紙
で
』
出
品
の
こ
と
。

一
、 

各
部
で
昇
級
で
き
な
か
っ
た
者
は
氏
名
を
発
表
し
な
い 

（
規
定
違
反
も
同
じ
）
。

一
、 

昇
級
試
験
の
作
品
は
競
書
作
品
と
別
に
し
、 

必
ず
封
書
に	

「
昇
試
」 

と
朱
書
の
こ
と
。

一
、 

受
験
料
は
振
替
又
は
現
金
書
留
で
作
品
と
同
時
に
送
付
の
こ
と
。

一
、 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
十
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

◎
「
半
切
・
半
紙
」
出
品
作
品
に
は
雅
印
押
印
の
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
。

　
新
　
書
例
集
刊
行

　
日
本
書
道
院
役
員
、
審
査
会
員
の
作
品

　
日
本
書
道
院
展
公
募
一
科
、
並
び
に
同
人
。

　
毎
日
書
道
展
公
募
サ
イ
ズ
、　
二
尺
×
六
尺
、
二
・
四
尺
×
五
尺
の
サ
イ
ズ

　
漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
二
〇
八
点
掲
載

一
、　
Ａ
４
判
　
　
　
　
上
製
本

一
、　
会
員
配
布
　
　
　
五
〇
〇
〇
円
　
　
　
送
料
込


